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第
３
ミ
サ
イ
ル
艇
隊
（
司
令 

小
佐
田
基
史 

２
等
海
佐
）
の
ミ

サ
イ
ル
艇
「
お
お
た
か
」
（
艇
長 

河
野
大
輔 

３
等
海
佐
）
は
、
10

月
20
日
（
水
）
か
ら
10
月
21
日

（
木
）
ま
で
の
間
、
協
力
団
体
の

歓
迎
を
受
け
、業
務
の
た
め
に
長

崎
港
出
島
岸
壁
へ
来
港
し
た
。 

近
年
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、長
崎

港
出
島
岸
壁
へ
の
来
港
は
１
年

ぶ
り
で
あ
っ
た
。
本
来
港
に
当
た

り
、
10
月
21
日
、
長
崎
地
本
（
本

部
長 

江
上
昌
利 

１
等
海
佐
）

は
ミ
サ
イ
ル
艇
「
お
お
た
か
」
の

支
援
を
受
け
、
募
集
対
象
者
等
に

対
す
る
特
別
公
開
を
実
施
し
た
。 

ミ
サ
イ
ル
艇
「
お
お
た
か
」
隊

員
に
よ
る
熱
心
か
つ
丁
寧
な
説

明
に
参
加
者
は
興
味
深
い
表
情

で
耳
を
傾
け
て
い
た
。 

 

（
募
集
課
） 

■「おおたか」の説明を受ける募集対象者 

長
崎
地
本
（
本
部
長 

江
上
昌
利 

１
等
海
佐
）
は
、
10
月
３
日
（
日
）
、

陸
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
と
水
陸
機
動
団
の
全
面
協
力
の
も
と
、

大
学
生
向
け
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
本
企
画
は
、
大
学
生
に

自
衛
隊
の
職
場
や
仕
事
内
容
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
長
崎
地
本
に
お
い
て
は
今
回
が
初
め
て
の
開

催
と
な
っ
た
。 

 

終
盤
に
は
、学
生
代
表
か
ら
サ
プ
ラ
イ
ズ

で
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。学
生
代
表

は
、「
普
段
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
自
衛
隊

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
か
ら

は
進
路
の
選
択
肢
と
し
て
自
衛
隊
を
考
え

た
い
。
」
と
述
べ
、
隊
員
一
同
は
喜
び
の
表

情
を
浮
か
べ
て
い
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え

た
参
加
者
か
ら
は
、「
史
料
館
見
学
で
感
銘

を
受
け
た
。ぜ
ひ
採
用
試
験
に
挑
戦
し
て
み

た
い
。
」
「
大
学
か
ら
幹
部
自
衛
官
に
な
り

勤
務
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
た
。
」
と

の
感
想
も
聞
か
れ
る
な
ど
、我
々
も
圧
倒
さ

れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。 

長
崎
地
本
は
、
大
学
生
も
含
め
、
多
く
の

若
者
か
ら
自
衛
隊
の
仕
事
を
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、今
後
も
積
極
的
な
募
集
広
報

活
動
に
努
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
募
集
課
） 

■学生から感謝の言葉(水陸機動団) 

■剛健大講堂見学（陸幹候校） 

■車両の見学(水陸機動団) 

な
お
、
参
加
し
た
大
学
３
年
生
の
学
生
は
「
来

年
、
幹
部
候
補
生
を
受
験
す
る
予
定
で
す
。
」

と
力
強
く
述
べ
、
受
験
意
欲
の
向
上
に
効
果
が

出
た
模
様
で
あ
っ
た
。 

長
崎
地
本
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
下
、
長
崎
県
内
の
多
く
の
若
者
に
自
衛
隊

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
一
人
で
も

多
く
の
志
願
者
の
増
加
に
繋
が
る
よ
う
引
き
続

き
積
極
的
な
募
集
広
報
活
動
に
努
め
る
。 

 
 
 
 
 
 大学生向けインターンシップ実施 

■居室見学（陸幹候校） 

大学生向けインターンシップ実施 

（
募
集
課
） 

■協力団体の歓迎を受け、長崎港出島岸壁に入港するミサイル艇「おおたか」 

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
施
設
や
装
備

品
の
見
学
が
組
ま
れ
、県
内
在
住
の
大
学
生

等
27
名
が
参
加
し
た
。 

陸
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
（
学
校

長 

藤
岡
史
生 

陸
将
補
）
で
は
、
参
加
者
が

剛
健
大
講
堂
に
て
説
明
を
受
け
た
の
ち
、史

料
館
や
教
場
、
生
活
隊
舎
を
見
学
し
、
食
堂

に
て
昼
食
を
体
験
し
た
。
水
陸
機
動
団
（
団

長 

平
田
隆
則 

陸
将
補
）
で
は
、
緊
急
脱
出

訓
練
場
や
偵
察
ボ
ー
ト
、水
陸
両
用
車
な
ど

を
見
学
し
た
。
見
学
の
途
中
で
は
、
参
加
者

は
隊
員
に
促
さ
れ
、
展
示
さ
れ
て
い
る
背
の

う
を
持
ち
上
げ
よ
う
と
苦
戦
す
る
様
子
も

見
ら
れ
た
。
隊
員
ら
は
、
重
さ
数
十
キ
ロ
に

も
な
る
背
の
う
を
軽
々
と
持
ち
上
げ
て
み

せ
、
参
加
者
か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。 

 
 
 

 

 

■背のうを体験(水陸機動団) 
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(

８
月
30
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
佐
世
保
出
張
所
で
臨
時
勤
務)

 
 

護
衛
艦
「
あ
し
が
ら
」 

海
士
長 

岩
本 

知
穂 

（
諫
早
地
域
事
務
所
） 

受
験
か
ら
入
隊
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
広
報
官
や
普

段
関
わ
る
こ
と
の
な
い
陸
上
及
び
航
空
自
衛
官
の
方
々

と
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
、大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

で
蔓
延
防
止
措
置
等
の
期
間
が
あ
り
、
厳
し
い
制
限
下

で
の
広
報
活
動
の
難
し
さ
を
身
に
染
み
て
実
感
し
ま
し

た
。
入
隊
希
望
の
学
生
に
対
す
る
面
接
指
導
で
は
、
答
え

を
教
え
る
の
で
は
な
く
、根
拠
を
示
し
自
ら
考
え
さ
せ
る

指
導
を
行
う
こ
と
で
学
生
も
理
解
し
や
す
く
な
る
と
い

う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、自
分
自
身
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
部
下
を
指
導
す
る
際
に
役
立
て
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
、
今
回
の
臨
時
勤
務
で
は
、
相
手
の
ニ
ー
ズ

を
理
解
し
先
回
り
し
て
応
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
今
後
は
、
周
囲
の
情
報
に
素
早
く
対
応
し
、
相

手
が
何
を
求
め
、
優
先
順
位
が
高
い
も
の
は
何
か
と
い

う
こ
と
を
よ
く
考
え
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。 

長
崎
地
本
諫
早
地
域
事
務
所
（
所
長 

我

謝
良
彦 

２
等
陸
尉
）
は
、
10
月
15
日
（
金
）

に
諫
早
市
立
真
城
中
学
校
で
開
催
さ
れ
た
職

業
講
話
（
同
校
主
催
）
に
参
加
し
た
。
こ
の

職
業
講
話
は
、
「
実
際
に
現
場
で
働
く
人
」

か
ら
仕
事
の
内
容
や
実
情
等
に
つ
い
て
話
を

聴
き
、
生
徒
に
働
く
こ
と
の
意
義
や
目
的
を

し
っ
か
り
学
び
・
考
え
る
機
会
を
与
え
る
た

め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
長
崎
地
本
の
他

に
も
多
く
の
企
業
、
消
防
及
び
専
門
学
校
が

参
加
し
、
講
話
を
実
施
し
た
。 

長
崎
地
本
の
講
話
で
は
、
諫
早
地
域
事
務

所
長
が
自
衛
隊
の
職
務
全
般
に
つ
い
て
説
明

し
た
後
、
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
し
て
、
第
16
普

通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊
の
宮
崎
圭
太
１
等

陸
士
と
第
４
施
設
大
隊
本
部
管
理
中
隊
の
梅

崎
玲
１
等
陸
士
の
２
名
が
支
援
し
、
自
衛
隊

へ
の
入
隊
動
機
や
仕
事
内
容
等
を
紹
介
し

た
。
講
話
中
、
生
徒
た
ち
は
終
始
耳
を
傾
け

メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
な
様
子
も
伺
え
、
自

衛
隊
に
興
味
を
示
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。 

特
に
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
の
質
疑
応
答
で
は

「
一
番
き
つ
い
訓
練
は
な
ん
で
す
か
？
」
、

「
訓
練
で
き
つ
い
時
、
ど
う
や
っ
て
乗
り
越

え
て
い
ま
す
か
？
」
、
「
睡
眠
時
間
は
ど
れ

く
ら
い
で
す
か
？
」
、
「
肩
に
つ
け
て
い
る

の
は
な
ん
で
す
か
？
（
階
級
章
の
こ
と
）
」

等
々
、
様
々
な
質
問
が
飛
び
交
っ
た
が
、
宮

崎
１
士
及
び
梅
崎
１
士
は
、
時
に
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
丁
寧
に
質
問
に
応
じ
、
終
始

和
や
か
な
ム
ー
ド
で
あ
っ
た
。 

最
後
に
生
徒
か
ら
「
自
衛
隊
の
仕
事
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
、
特
に
現
場
で
働

く
人
の
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
お
礼
の
言
葉
が

あ
り
、
職
業
講
話
を
終
え
た
。 

諫
早
地
域
事
務
所
は
今
後
も
募
集
広
報
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、
自
衛
隊
へ
の
関
心
を

高
め
募
集
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。 
 

今
回
、
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
宮
崎
１
士
及
び
梅
崎
１
士
、
ま

た
、
リ
ク
ル
ー
タ
ー
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い

た
第
16
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲
中
隊
及
び

第
４
施
設
大
隊
本
部
管
理
中
隊
に
も
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

■真剣に話を聴く生徒たち ■お礼の言葉 

臨

時

勤

務

お

疲

れ

様

で

し

た 

(

９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
大
村
地
域
事
務
所
で
臨
時
勤
務)

 
 

私
が
高
校
生
の
時
、
自
衛
隊
入
隊
に
際
し
お
世
話
に

な
っ
た
大
村
地
域
事
務
所
に
お
い
て
、
現
役
の
自
衛
官

と
し
て
臨
時
勤
務
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
広
報
官
の
任

務
の
大
変
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
、
多
く
の
場

所
に
張
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
の
張
り
替
え
、
募
集
対
象
者

の
自
宅
へ
の
訪
問
に
よ
る
書
類
配
布
や
説
明
な
ど
、
私

が
当
時
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
実
際
に
経
験
し
た
こ

と
に
よ
り
、
広
報
官
は
自
衛
隊
入
隊
者
に
と
っ
て
身
近

な
存
在
だ
と
強
く
感
じ
、
広
報
官
の
方
々
の
募
集
広
報

に
対
す
る
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
部
隊
と
は
異
な

り
、
民
間
の
方
と
接
す
る
機
会
が
多
い
た
め
、
交
友
関
係

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
陸
上
・
航
空

自
衛
官
の
広
報
官
と
勤
務
す
る
こ
と
で
海
上
自
衛
隊
と

の
違
い
を
学
ぶ
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
機
会

が
あ
れ
ば
学
校
説
明
会
や
広
報
活
動
に
携
わ
り
、
募
集

業
務
に
貢
献
し
た
い
で
す
。 第

22
航
空
群 

大
村
航
空
基
地
隊 

海
士
長 

前
田 

理
名 

長
崎
地
本
（
本
部
長 

江
上
昌
利 

１
等
海
佐
）
は
、
10
月
16

日
（
土
）
に
防
衛
医
科
大
学
校
（
看
護
学
科
）
学
生
試
験
及
び
10

月
23
日
（
土
）
に
防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
）
学
生
試
験
を
実

施
し
、
県
内
か
ら
総
数
１
５
１
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
を
受
験

し
た
。 

防
衛
医
科
大
学
校
は
、
昭
和
48
年
に
創
設
さ
れ
「
医
師
で
あ
る

幹
部
自
衛
官
」
と
な
る
べ
き
者
の
教
育
訓
練
を
任
務
と
し
、
教
育

が
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
、
そ
の
任
務
に
「
保
健
師
及
び
看
護
師
で
あ

る
幹
部
自
衛
官
」
と
な
る
べ
き
者
の
教
育
訓
練
が
加
わ
り
、
平
成

26
年
４
月
４
日
に
、
４
年
制
の
看
護
学
科
を
開
設
、
以
降
、
６
年

制
で
あ
る
医
学
科
の
卒
業
生
は
２
千
７
３
５
名
（
令
和
２
年
３
月

卒
業
の
第
41
期
生
ま
で
）
、
看
護
学
科
の
卒
業
生
は
、
２
１
２
名

（
令
和
２
年
３
月
卒
業
の
第
３
期
生
ま
で
）
に
達
し
て
い
る
。 

近
年
で
は
、
国
際
平
和
協
力
活
動
や
災
害
派
遣
を
含
む
各
種
事

態
へ
の
対
応
な
ど
自
衛
隊
の
任
務
の
増
大
に
伴
い
、
自
衛
隊
の
医

官
、
保
健
師
及
び
看
護
師
の
活
動
も
多
様
化
か
つ
広
域
化
し
て
お

り
、
自
衛
隊
衛
生
を
担
う
卒
業
生
は
自
衛
隊
の
組
織
に
赴
任
後
、

幅
広
い
医
療
・
衛
生
活
動
に
幹
部
自
衛
官
と
し
て
従
事
し
て
い
る
。 

ま
た
、
そ
の
活
躍
の
場
は
我
が
国
の
み
な
ら
ず
、
広
く
国
際
的
な

舞
台
に
向
け
ら
れ
、
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

医
師
・
保
健
師
・
看
護
師
を
目
指
す 

防
衛
医
科
大
学
校
試
験
始
ま
る
！ （

募
集
課
） 

 
■防衛医科大学（医学科）試験 
（北九州予備校長崎校） 

防
衛
医
科
大
学
校
で
は
、
国
内
外
に
お
い
て
も
多
様
な
活
動
に
貢
献
で
き
、
総
合
的
な
初

期
診
断
・
治
療
等
が
で
き
る
医
官
や
、
専
門
的
技
能
と
豊
か
な
人
間
性
や
的
確
な
判
断
力
を

兼
ね
備
え
た
質
の
高
い
保
健
師
及
び
看
護
師
を
求
め
て
い
る
た
め
、若
い
皆
さ
ん
の
志
に
大

い
な
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

今
後
、一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
自
衛
官
と
い
う
職
業
の
魅
力
を
理
解
し
て
志
願
し
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
つ
つ
、
日
夜
、
募
集
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 

 ■防衛医科大学（看護学科）試験 
（北九州予備校長崎校） 定 年 退 職 

長
崎
募
集
案
内
所 

赤
波
江 

真
治 

准
尉 

長
崎
地
本
募
集
案
内
所 

所
長 

赤
波
江
真
治 

准
陸
尉
は
、
10
月

７
日
（
木
）
付
で
、
約
36
年
の
自
衛
官
生
活
を
終
了
し
定
年
退
官

を
迎
え
た
。 

昭
和
60
年
８
月
か
ら
、
第
１
１
１
教
育
大
隊
（
別

府
）
で
の
新
隊
員
前
期
教
育
を
皮
切
り
に
、
第
11
普
通
科
連
隊
第

２
中
隊
（
東
千
歳
）
、
第
26
普
通
科
連
隊
第
２
中
隊
（
留
萌
）
、
第

16
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
（
大
村
）
、
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本

部
琴
海
地
域
事
務
所
、
同
長
崎
募
集
案
内
所
に
お
い
て
勤
務
し
た
。 

  

10
月
８
日
（
金
）
か
ら
は
、
再
任
用
と
な
り
自
衛
隊
長
崎
地
方

協
力
本
部
長
崎
募
集
案
内
所
の
所
長
と
し
て
引
き
続
き
国
防
の
任

に
就
き
活
躍
を
続
け
る
。 


